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社会活動Ⅶ

T&D保険グループは、社会性、公共性が高い生命保険業を営むグループとして、社会活動や環境の保
護に取り組んでいます。また、従業員の自主的な社会への取組支援のほか、財団を通じた取組みも行っ
ています。保険グループとして社会とともに持続的に成長を遂げ、公共的使命と社会的責任を果たして
いくことを目指し、主に「健康と福祉の向上」「健全な社会の発展」などの分野を中心とした活動に取り
組んでいます。

T&D保険グループは、東京都赤十字血液セン
ターに協力し、夏季と冬季の年2回、東京日本橋
タワーにて献血活動を行っています。グループ共
同で各社の役職員に協力を呼びかけ、2022年度
は、延べ260名が献血に参加しました。

2005年12月設立の「太陽生命グッドウィル・サークル友の会（以下、友の会）」は、太陽生命および関連
会社の役職員等で構成され、2023年3月31日時点での会員数は8,573名です。会員は社会貢献活
動支援のため、毎月の報酬・給与の手取金額の100円未満の端数、または100円を1口とした任意の金
額（1口以上10口まで）を拠出しています。現在「友の会」は主に全国の支社や本社部署が主体的に行
う地域密着型の社会貢献活動や、NPOなどと連携した環境保全活動、教育支援活動に対する支援を
行っています。活動内容は太陽生命の社内報などに掲載し、役職員に活動への参加を広く呼びかけて
います。

2022年度の主な活動
• �太陽生命の森

も
林
り
での環境保全活動、CD/DVD・古本、ランドセル、楽器などの収集・寄贈。

創業90周年を迎えた1992年に、役職員による自主的な活動組織として「大同生命社会貢献の会」が
設立され、会員の募金活動やボランティア活動を推進・支援しています。また、1994年からは、役職員に
よる「障がい者一日外出支援ボランティア活動」を実施しています（2022年はコロナ禍の影響により実
施を見送り）。車椅子・歩行介助など、障がい者の方々との直接のふれあいを通じ、役職員が障がいに
対する理解を深めています。

2022年度の主な活動
• �募金・寄付活動： 役職員から寄せられた募金やチャリティー・カレ
ンダー展での収益金をもとに、障がい者施設や障がい者支援
団体に寄付を行いました。
• �ボランティア活動： 障がい者の音楽コンサートの運営支援等を
実施しました。
• �その他： 全国の支社等から集まった使用済み切手などを、社会貢献活動を支援する団体に寄贈し、海
外の医療協力にお役立ていただきました。

基本的な考え方

献血活動

太陽生命グッドウィル・サークル友の会

大同生命社会貢献の会
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1. 基本的な考え方

2. 健康と福祉の向上（健康・医療・福祉 他）

413-1

3-3



サステナビリティ経営 社会活動 ガバナンス・内部統制 経営管理 第三者意見 索引重点テーマ 1 2 3 4組織のプロフィール
T&D保険グループ サステナビリティレポート 2023 89

2. 健康と福祉の向上（健康・医療・福祉 他）

太陽生命と太陽生命グッドウィル・サークル友の会は、公益財団法人日本ダウン症協会と交流し、活動
を支援しています。

主な活動
• �同協会の賛助会員として、活動を支援。
• �同協会が開催するセミナーの会場や評議委員会・理事会
の会合に太陽生命の会議室を提供。
• �同協会の活動に対し、支社や本社部署の役職員がボラン
ティアとして参加。

設立の目的等
大同生命が1974年に設立。生活環境の悪化による健康被害や高齢者人口の急増に伴う諸問題に関
する研究への助成などを通じた「国民の健康と社会福祉の増進」を目的としています。

主な事業
地域保健福祉研究助成・ボランティア活動助成
• �地域保健福祉研究助成：地域に密着し
た公衆衛生活動や福祉活動に従事して
いる方々の、「地域における保健・医療・
福祉に関する研究」に助成しています。
• �シニアボランティア活動助成：年齢60
歳以上の方々がグループで行っている
「高齢者・障がい者の福祉や子どもの健全な心を育てる交流のボランティア活動」に助成しています。
• �ビジネスパーソンボランティア活動助成：会社などに勤務している方々のグループが、休日などを利
用して行っている「高齢者・障がい者の福祉や子どもの健全な心を育てる交流のボランティア活動」に
助成しています。

【1971（設立）～2022年度の助成実績累計】4,528件 17億2,557万円

設立の目的等
太陽生命の創業90周年を記念して1984年に設立しました。「高齢者または障がい者の福祉に関する
事業への助成」および「障がい者の福祉に関する事業への助成」を行い、わが国の社会福祉の向上に寄
与することを目的としています。
* 2009年12月の公益法人への移行を機に「太陽生命ひまわり厚生財団」から「太陽生命厚生財団」に名称変更。

主な事業
• �事業助成：特定非営利活動法人（ＮＰＯ）等が行う在宅高齢者または在宅障がい者の福祉および認
知症に関する事業への助成。
• �研究助成：高齢者保健・医療、生活習慣病または高齢者福祉に関する研究・調査への助成。

【設立～2022年度の助成実績累計】2,428件 13億5,321万円

2022年度の主な事業
2022年度は、従来どおり、財団設立の趣旨・目的である社会福祉の向上に寄与するために、生活福祉
分野で地域に根ざし地道な活動を行っている特定非営利活動法人（ＮＰＯ）等が実施する事業への助成
を継続して実施するとともに、高齢者福祉などに関する研究・調査への助成活動を実施しました。当年
度の助成実績は、事業助成が58件・1,675万円、研究助成が6件・267万円、合計64件・1,942万円で
した。

健康小冊子の発行
人々の関心が高い環境や健康、福祉の問題について、専門家が執筆した小冊子「環境と健康シリーズ」
をこれまでに計75冊発行しています。また、より多くの方々にお読みいただけるよう、近年発行した小
冊子を電子書籍化のうえ、財団のホームページで無料公開しています。

家庭看護の相談と実習教室
これまでに実施した実習教室の様子などを記録したDVDの無料貸出しを行っています。

公益財団法人日本ダウン症協会への支援 太陽生命

公益財団法人大同生命厚生事業団

公益財団法人太陽生命厚生財団
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3. 健全な社会の発展（教育・スポーツ・地域貢献 他）

太陽生命は、地域社会に対する貢献活動として全国で清掃活
動に取り組んでいます。1982年から本社周辺の清掃活動を
年1回実施しており、2004年からは「全国一斉クリーンキャン
ペーン」として、北は北海道から南は沖縄まで、全国の支社に
おいても周辺地域の清掃活動を実施しています。日ごろお世
話になっている地域への感謝の気持ちを込めて清掃活動を行
い、社員が一丸となって社会貢献活動に取り組んでいます。

太陽生命は、公益財団法人日本ラグビーフットボール協会（以
下、日本協会）が主催する全国中学生ラグビーフットボール大
会（太陽生命カップ）に、2011年度より特別協賛しています。
ラグビーの基本精神である「One for All, All for One」は、
生命保険の基本理念である「一人は万人のために、万人は一
人のために」と共通するものです。また、日本協会が掲げる大
会目的である「中学生プレーヤーをはじめ、関係する中学生が健全な社会を形成する者として必要な資
質を得られるよう働きかけること」に賛同し、日本協会とともに中学生ラグビーの日本国内における振
興と発展、および青少年の健全な育成に取り組んでいます。

全国一斉クリーンキャンペーン 太陽生命

全国中学生ラグビーフットボール大会への特別協賛 太陽生命
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3. 健全な社会の発展（教育・スポーツ・地域貢献 他）

大同生命は、創業90周年を迎えた1992年に開催された「全国知的障害者スポーツ大会（ゆうあいピッ
ク）*」の第１回大会より、毎年、「全国障害者スポーツ大会」に特別協賛しています。
* �  「全国知的障害者スポーツ大会」は、2001年に「全国身体障害者スポーツ大会」と統合され「全国障害者スポーツ大会」となりま
した。

T&Dフィナンシャル生命は、2018年6月より一般社団法人日
本ろう者サッカー協会とオフィシャルパートナー協定を締結し
ています。同協会のオフィシャルパートナーとして、ろう者サッ
カー・フットサル日本代表の活動のサポートや障がい者スポー
ツの振興を通じて、ろう者サッカー・フットサルの発展と普及に
貢献していきます。

障がい者スポーツの支援 大同生命

「日本ろう者サッカー協会」とオフィシャルパートナー協定を
締結 Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命
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2017年度より、地域・社会への貢献活動の一
環として、全社をあげて「みんなでサステナ運
動」に取り組んでいます。2022年度は「ＳＤＧｓ
への貢献」をテーマに、全国の支社・本社の各部
門が、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）の
推進、発展途上国への寄付、地域に密着した清
掃活動など、さまざまな活動に取り組みました。

みんなでサステナ運動 大同生命3-5

大会では、参加選手などとの交流の場である「おもてなし広場」
に障がい者スポーツ体験や無料ゲーム等で楽しめる専用ブース
を設置し、大同生命をはじめ、太陽生命や提携団体などの役職
員がボランティアとして活動しています。2022年は、栃木県で第
22回全国障害者スポーツ大会「いちご一会とちぎ大会」が開催
されました。
また、2015年1月から公益財団法人日本パラスポーツ協会のオフィシャルパートナーとして、障がい者
スポーツのより一層の普及・発展に向けた取組みを行っています。
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3. 健全な社会の発展（教育・スポーツ・地域貢献 他）

大同生命では、生命保険業務や中小企業に必要なリスク
対策への理解を深めていただくことを目的として、学生
のみなさまに就業体験の機会を提供しています。2022
年度は、対面・非対面を併用して開催したことで、全国か
ら多くの方に参加いただきました。また、「希望選択制プ
ログラム」の導入により、さまざまな仕事を体感いただく
とともに、これまで以上に多くの従業員とのコミュニケー
ション機会を設けました。学生のみなさまが自ら働くイメージを掴み、ご自身の適性や今後の進路を考
える機会として活用いただいています。

大規模災害などの発生にあたっては、T&D保険グループまたはグループ各社において義援金の寄付
や復旧作業の協力などの支援を行っています。
東日本大震災においては、震災発生直後よりグループの役職員を被災地へ派遣し、瓦礫撤去や支援物
資の搬入などの活動を行うほか、個人宅や寺院の復旧作業の協力など、支援活動を行いました。その
後も義援金の寄贈など、幅広い支援活動を継続しています。

Ｄ＆Ｉ（ダイバーシティ＆インクルージョン）推進に向けた取組みの一
環として、「アートを通じたジェンダー平等」を推進する「ＮＭＷＡ（ニ
ムワ）日本委員会」*へのスポンサーシップを実施しました。
* �米国ワシントンＤ.Ｃ.にある「National Museum of Women in the Arts」（NMWA）にて開催される女性作家の展覧会への、
日本人作家の作品展示を支援する組織。

インターンシップ 大同生命

被災地への支援

ＮＭＷＡ日本委員会スポンサーシップ
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T&D保険グループでは、社会課題解決に向けた取組
みの一環として清掃活動を推進しています。2023年7
月からは、特別協賛している日経ソーシャルビジネスコ
ンテストの第６回大賞受賞企業であるピリカ社のごみ
拾いＳＮＳ「ピリカ」を利用し、ごみ拾い活動の活性化、
定量化を図っています。

ごみ拾いSNS「ピリカ」を活用した清掃活動3-6

設立の目的等
大同生命が1985年に設立。諸外国との文化交流や助成活動を通じて、国際相互理解の促進を図り、
わが国の国際化に貢献することを目的としています。

主な事業
大同生命地域研究賞の贈呈
世界各地域に関する学術的研究の奨励を目的に、地域研究の分野で功績のあった研究者に対し「大同
生命地域研究賞」「大同生命地域研究奨励賞」を贈呈しています。また、国際相互理解を深めるうえで
功労のあった方に対しては、「大同生命地域研究特別賞」を贈呈しています。

翻訳・出版事業
日本において、アジア諸国の歴史・文化・習慣への理解を深めていただく
ことを目的として、アジア諸国（14ヵ国）の現代文芸作品（80作品）を翻
訳・出版し、国内の大学・公共図書館に寄贈しています。
なお、2012年度からは、これらの作品をより多くの方々にお読みいただけ
るよう、電子書籍化のうえ、財団のホームページで無料公開しています。
また、アジア諸国において、日本に対する理解を深めていただくことを目的として、日本の文学作品など
を各国の言語に翻訳した作品（48作品）を8ヵ国で出版し、現地の大学や図書館などに寄贈しています。

教育支援事業
東南アジア諸国において、学校建設（5ヵ国、20校）や図書・学用品の寄贈による学習環境の整備を通
じて、各地域の教育意識の向上を支援しています。なお、長年にわたる教育分野への貢献が認められ、
2013年にラオス人民民主共和国から「労働勲章第三等」が授与されました。

公益財団法人大同生命国際文化基金3-9




